
(57)【要約】

【課題】　機能水を用いて脱臭対象物の臭いを脱臭でき

る脱臭手段を備えた洗濯機およびその制御方法を提供し

、及び洗濯過程と独立して脱臭できる脱臭手段を備えた

洗濯機およびその制御方法を提供すること。

【解決手段】　洗濯水が収容される水槽１１と、前記水

槽１１の内部に回転可自在に設置された洗濯槽１２と、

本体１０に設置され、前記洗濯槽１２に置かれた洗濯物

の臭いを脱臭する脱臭手段と、洗濯過程と独立して脱臭

モードを行うように前記脱臭手段を制御する制御装置と

、を含み、前記脱臭手段は、脱臭効果を有する機能水を

生成する機能水製造装置２０，１００と、前記機能水を

受けて加熱する加熱タンク４１と、前記加熱タンク４１

で加熱された機能水から得られたスチームを前記洗濯槽

１２内部の脱臭対象物に供給するスチーム供給管７１と

、を含んで脱臭手段を備えた洗濯機を構成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 洗 濯 水 が 収 容 さ れ る 水 槽 と ；
　 前 記 水 槽 の 内 部 に 回 転 可 自 在 に 設 置 さ れ た 洗 濯 槽 と ；
　 本 体 に 設 置 さ れ 、 前 記 洗 濯 槽 に 置 か れ た 洗 濯 物 の 臭 い を 脱 臭 す る 脱 臭 手 段 と ；
　 洗 濯 過 程 と 独 立 し て 脱 臭 モ ー ド を 行 う よ う に 前 記 脱 臭 手 段 を 制 御 す る 制 御 装 置 と ； を 含
む 洗 濯 機 で あ っ て 、
　 前 記 脱 臭 手 段 は 、
　 　 脱 臭 効 果 を 有 す る 機 能 水 を 生 成 す る 機 能 水 製 造 装 置 と ；
　 　 前 記 機 能 水 を 受 け て 加 熱 す る 加 熱 タ ン ク と ；
　 　 前 記 加 熱 タ ン ク で 加 熱 さ れ た 機 能 水 か ら 得 ら れ た ス チ ー ム を 前 記 洗 濯 槽 内 部 の 脱 臭 対
象 物 に 供 給 す る ス チ ー ム 供 給 管 と ；
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 洗 濯 機 は 、 脱 臭 命 令 を 入 力 す る た め の 入 力 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 機 能 水 製 造 装 置 に は 、 水 を 供 給 す る 給 水 管 が 連 結 さ れ 、
　 前 記 給 水 管 に は 、 水 の 流 れ を 制 御 す る 給 水 弁 が 設 置 さ れ 、
　 前 記 機 能 水 製 造 装 置 お よ び 前 記 加 熱 タ ン ク は 、 連 結 管 に よ り 連 結 さ れ 、
　 前 記 連 結 管 に は 、 前 記 機 能 水 の 流 れ を 調 節 す る 連 結 弁 が 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 機 能 水 製 造 装 置 は 、 銀 溶 液 を 生 成 す る 銀 溶 液 製 造 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 機 能 水 製 造 装 置 は 、 電 気 分 解 水 を 生 成 す る 電 気 分 解 装 置 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 洗 濯 機 は 、 前 記 洗 濯 槽 に 熱 風 を 供 給 す る た め の 乾 燥 装 置 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 乾 燥 装 置 は 、
　 　 水 槽 に 空 気 を 供 給 す る 送 風 フ ァ ン と ；
　 　 前 記 送 風 フ ァ ン の 吐 出 口 と 前 記 水 槽 の 開 口 と を 連 結 し 、 前 記 送 風 フ ァ ン か ら 供 給 さ れ
た 空 気 を 前 記 水 槽 に 吐 出 す る 吐 出 ダ ク ト と ；
　 　 前 記 水 槽 の 後 方 下 部 に 形 成 さ れ た 空 気 排 出 口 と 前 記 送 風 フ ァ ン の 吸 入 口 と を 連 結 し て
水 分 を 凝 縮 す る 凝 縮 ダ ク ト と ；
　 　 前 記 吐 出 ダ ク ト に 設 置 さ れ 、 前 記 送 風 フ ァ ン か ら 供 給 さ れ た 空 気 を 加 熱 す る ヒ ー タ と
； を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 。
【 請 求 項 ８ 】
　 脱 臭 信 号 が 入 力 さ れ た か ど う か を 判 断 す る 過 程 と 、
　 前 記 脱 臭 信 号 が 入 力 さ れ た と 判 断 さ れ る 場 合 、 脱 臭 効 果 を 有 す る 機 能 水 を 加 熱 し て 得 ら
れ た ス チ ー ム を 洗 濯 機 の 洗 濯 槽 に 供 給 す る 過 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス チ ー ム を 前 記 洗 濯 槽 に 供 給 す る 過 程 は 、 洗 濯 過 程 と 独 立 し て 行 え る こ と を 特 徴 と
す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 制 御 方 法 は 、 前 記 ス チ ー ム を 前 記 洗 濯 槽 に 供 給 し た 後 、 前 記 洗 濯 槽 内 に 熱 風 を 供 給
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す る 過 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ 記 載 の 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御
方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 水 が 収 容 さ れ る 水 槽 と ；
　 前 記 水 槽 の 内 部 に 回 転 可 自 在 に 設 置 さ れ 、 そ の 内 部 に 洗 濯 物 が 置 か れ る 洗 濯 槽 と ；
　 洗 濯 機 の 洗 濯 過 程 と 独 立 し て 、 洗 濯 槽 の 内 部 に 置 か れ た 洗 濯 物 の 臭 い を 脱 臭 す る 脱 臭 装
置 と ； を 含 む こ と を 特 徴 と す る 洗 濯 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 脱 臭 装 置 は 、
　 　 脱 臭 剤 を 収 容 す る 水 を 生 成 す る 水 生 成 装 置 と ；
　 　 前 記 水 生 成 装 置 と 連 結 さ れ 、 前 記 水 生 成 装 置 内 の 水 を 加 熱 す る 加 熱 装 置 と ；
　 　 加 熱 さ れ た 水 か ら ス チ ー ム を 生 成 し 、 前 記 ス チ ー ム を 前 記 洗 濯 槽 内 に 置 か れ た 脱 臭 洗
濯 物 に 供 給 す る ス チ ー ム 供 給 装 置 と ； を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 洗 濯 機
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 す る も の で 、 詳 し く は 、 脱 臭
対 象 物 の 臭 い を 脱 臭 で き る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 お よ び そ の 制 御 方 法 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 洗 濯 機 は 、 水 と 衣 類 と の 摩 擦 を 用 い て 衣 類 の 汚 染 物 質 を 除 去 す る 装 置 で あ っ て
、 洗 濯 方 式 に よ っ て 多 様 な 種 類 が あ る 。 そ の う ち 、 最 近 広 く 使 用 さ れ て い る ド ラ ム 洗 濯 機
は 、 洗 濯 水 を 収 容 す る 円 筒 状 の 水 槽 と 、 こ の 水 槽 の 内 部 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ る 円 筒 状 の
洗 濯 槽 と 、 こ の 洗 濯 槽 を 回 転 す る モ ー タ と 、 洗 濯 槽 に 水 を 供 給 す る た め の 給 水 装 置 と 、 洗
濯 槽 に 置 か れ た 洗 濯 物 を 乾 燥 す る た め の 乾 燥 装 置 と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 従 来 の ド ラ ム 洗 濯 機 で は 、 洗 濯 命 令 が 入 力 さ れ る と 、 マ イ コ ン は 、 給 水 装 置
を 用 い て 洗 濯 槽 に 洗 濯 水 を 供 給 し 、 洗 濯 行 程 、 濯 ぎ 行 程 、 脱 水 行 程 を 経 た 後 、 乾 燥 装 置 を
用 い て 熱 風 を 洗 濯 槽 に 供 給 す る こ と で 、 洗 濯 槽 に 置 か れ た 衣 類 を 乾 燥 し た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ド ラ ム 洗 濯 機 に お い て は 、 脱 臭 手 段 が 備 わ っ て な い た め 、 タ バ コ
の 臭 い ま た は 飲 食 の 臭 い な ど の 不 快 な 臭 い 粒 子 が 衣 類 に 付 着 さ れ る 場 合 、 衣 類 の 臭 い 除 去
の み の た め に 、 洗 濯 行 程 -濯 ぎ 行 程 -脱 水 行 程 -乾 燥 行 程 を 行 う べ き で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の ド ラ ム 洗 濯 機 で は 、 洗 濯 回 数 の 増 加 に よ っ て 衣 類 の 損 傷 程 度 が 大 き
く な る と と も に 、 不 要 な 電 力 が 消 耗 さ れ る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 機 能 水 を 用 い て 脱 臭 対 象 物 の
臭 い を 脱 臭 で き る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 お よ び そ の 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 洗 濯 過 程 と 独 立 し て 脱 臭 で き る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 お よ び そ の 制
御 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 は 、 洗 濯 水 が 収 容 さ
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れ る 水 槽 と 、 前 記 水 槽 の 内 部 に 回 転 可 自 在 に 設 置 さ れ た 洗 濯 槽 と 、 本 体 に 設 置 さ れ 、 脱 臭
効 果 を 有 す る 機 能 水 を 生 成 す る 機 能 水 製 造 装 置 と 、 前 記 機 能 水 を 受 け て 加 熱 す る 加 熱 タ ン
ク と 、 前 記 加 熱 タ ン ク で 加 熱 さ れ た 機 能 水 か ら 得 ら れ た ス チ ー ム を 前 記 洗 濯 槽 内 部 の 脱 臭
対 象 物 に 供 給 す る ス チ ー ム 供 給 管 と 、 を 含 む 脱 臭 手 段 と 、 洗 濯 機 の 洗 濯 過 程 と 独 立 し て 脱
臭 モ ー ド を 行 う よ う に 前 記 脱 臭 手 段 を 制 御 す る 制 御 装 置 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 の 制 御 方 法 は 、 脱 臭 信 号 が 入 力 さ れ た か ど
う か を 判 断 す る 過 程 と 、 前 記 脱 臭 信 号 が 入 力 さ れ た と 判 断 さ れ る 場 合 、 脱 臭 効 果 を 有 す る
機 能 水 を 加 熱 し て 得 ら れ た ス チ ー ム を 洗 濯 機 の 洗 濯 槽 に 供 給 す る 過 程 と 、 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ る 脱 臭 手 段 を 備 え た 洗 濯 機 お よ び そ の 制 御 方 法 は 、 機 能 水 を 用 い て 脱 臭 対 象
物 の 臭 い を 脱 臭 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 洗 濯 過 程 と 独 立 し て 脱 臭 モ ー ド の み を 簡 単 か つ 迅 速 に 行 え る と い う 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る ド ラ ム 洗 濯 機 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ド ラ ム 洗 濯 機 は 、 本 体 １ ０ を 備 え て お り 、 洗 濯 水 を 収 容 す る た め に 本 体 １ ０ の 内 部 に 設
置 さ れ た 円 筒 状 の 水 槽 １ １ と 、 こ の 水 槽 １ １ の 内 部 に 回 転 自 在 に 設 置 さ れ 、 壁 面 に 複 数 の
脱 水 孔 が 形 成 さ れ た 円 筒 状 の 洗 濯 槽 １ ２ と 、 こ の 洗 濯 槽 １ ２ を 時 計 方 向 ま た は 反 時 計 方 向
に 回 転 す る た め の 駆 動 モ ー タ １ ３ と 、 洗 濯 物 の 投 入 お よ び 取 り 出 し の た め に 本 体 １ ０ を 開
放 す る ド ア １ ４ と 、 本 体 １ ０ の 前 面 上 部 に 設 け ら れ て 複 数 の キ ー を 有 す る 入 力 部 １ ５ と 、
を 含 ん で い る 。 入 力 部 １ ５ に は 、 脱 臭 命 令 を 入 力 す る た め の 脱 臭 ボ タ ン １ ６ が 設 け ら れ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 ド ラ ム 洗 濯 機 は 、 洗 濯 槽 １ ２ に 置 か れ た 洗 濯 物 の 臭 い を 脱 臭 す る た め の 銀 溶 液 を
生 成 す る 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ と 、 こ の 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ に 水 を 供 給 す る 給 水 装 置 ３ ０ と
、 銀 溶 液 を 加 熱 し て ス チ ー ム を 生 成 す る ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ と 、 洗 濯 物 を 乾 燥 す る た め
の 乾 燥 装 置 ５ ０ と 、 水 槽 １ １ 内 部 の 洗 濯 水 を 強 制 的 に 排 水 す る た め の 排 水 装 置 ６ ０ と 、 を
さ ら に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 現 在 、 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ と し て は 、 多 様 な 形 態 が 製 造 さ れ て お り 、 通 常 、 水 中 に 二 つ
の 銀 棒 を 浸 し 、 そ れ ら 二 つ の 銀 棒 の 間 に 電 流 を 供 給 し て 銀 溶 液 を 生 成 す る 。 銀 溶 液 製 造 装
置 ２ ０ は 、 大 韓 民 国 公 開 実 用 新 案 公 報 ２ ０ ０ １ -０ ０ １ １ ６ ９ 号 、 大 韓 民 国 公 開 特 許 公 報
２ ０ ０ ４ -０ ０ ０ ４ ２ ６ ７ 号 に 詳 細 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 給 水 装 置 ３ ０ は 、 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ に 水 を 供 給 す る 第 １ 給 水 管 ３ １ と 、 こ の 第 １ 給 水
管 ３ １ に 流 れ る 水 の 量 を 調 節 す る 第 １ 給 水 弁 ３ ２ と 、 洗 剤 溶 解 装 置 ３ ３ に 水 を 供 給 す る 第
２ 給 水 管 ３ ４ と 、 こ の 第 ２ 給 水 管 ３ ４ に 流 れ る 水 の 量 を 調 節 す る 第 ２ 給 水 弁 ３ ５ と 、 洗 剤
が 溶 解 さ れ た 水 を 水 槽 １ １ に 供 給 す る 第 ３ 給 水 管 ３ ６ と 、 を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 乾 燥 装 置 ５ ０ は 、 水 槽 １ １ の 上 部 に 設 置 さ れ た 送 風 フ ァ ン ５ １ と 、 こ の 送 風 フ ァ ン ５ １
の 吐 出 口 と 水 槽 １ １ の 開 口 と の 間 に 置 か れ た 吐 出 ダ ク ト ５ ２ と 、 水 槽 １ １ の 後 方 下 部 に 形
成 さ れ る 空 気 排 出 口 と 送 風 フ ァ ン ５ １ の 吸 入 口 と の 間 に 置 か れ た 凝 縮 ダ ク ト ５ ３ と 、 吐 出
ダ ク ト ５ ２ の 内 部 に 設 置 さ れ た ヒ ー タ ５ ４ と 、 を 含 ん で い る 。
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【 ０ ０ １ ９ 】
　 排 水 装 置 ６ ０ は 、 本 体 １ ０ の 下 部 に 設 置 さ れ 、 排 水 管 ６ １ お よ び 排 水 ポ ン プ ６ ２ を 含 ん
で い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ は 、 所 定 量 の 銀 溶 液 を 収 容 す る 密 閉 容 器 を 有
す る 加 熱 タ ン ク ４ １ と 、 こ の 加 熱 タ ン ク ４ １ 内 部 の 銀 溶 液 を 加 熱 し て ス チ ー ム を 発 生 す る
ヒ ー タ ４ ２ と 、 を 含 ん で い る 。 ま た 、 ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ は 、 加 熱 タ ン ク ４ １ 内 部 の 水
位 を 制 御 す る た め の 水 位 セ ン サ ４ ３ と 、 加 熱 タ ン ク ４ １ 内 部 の 温 度 を 制 御 す る た め の 温 度
セ ン サ ４ ４ と 、 加 熱 タ ン ク ４ １ 内 部 の 圧 力 を 制 御 す る た め の 圧 力 セ ン サ ４ ５ と 、 を さ ら に
含 ん で い る 。 こ こ で 、 前 記 水 位 セ ン サ ４ ３ 、 前 記 温 度 セ ン サ ４ ４ お よ び 前 記 圧 力 セ ン サ ４
５ は 、 加 熱 タ ン ク ４ １ の 上 部 に そ れ ぞ れ 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 加 熱 タ ン ク ４ １ の 一 側 面 に は 、 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ で 製 造 さ れ た 銀 溶 液 を 加 熱 タ ン ク ４
１ に 供 給 す る た め の 連 結 管 ４ ６ が 結 合 さ れ 、 加 熱 タ ン ク ４ １ の 他 側 面 に は 、 水 槽 １ １ 側 に
ス チ ー ム を 供 給 す る た め の ス チ ー ム 供 給 装 置 ７ ０ が 設 置 さ れ る 。 連 結 弁 ４ ７ は 、 連 結 管 ４
６ に 設 け ら れ 、 こ の 連 結 管 ４ ６ を 流 れ る 銀 溶 液 の 量 を 調 節 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス チ ー ム 供 給 装 置 ７ ０ は 、 ス チ ー ム を 加 熱 タ ン ク ４ １ 内 部 か ら 水 槽 １ １ の 内 部 に 案 内 す
る ス チ ー ム 供 給 管 ７ １ と 、 こ の ス チ ー ム 供 給 管 ７ １ に 設 置 さ れ 、 供 給 さ れ る ス チ ー ム の 量
を 調 節 す る ス チ ー ム 供 給 弁 ７ ２ と 、 水 槽 １ １ に 供 給 さ れ る ス チ ー ム の 噴 出 を 拡 散 に よ っ て
案 内 す る よ う に 、 ス チ ー ム 供 給 管 ７ １ の 出 口 に 設 置 さ れ る ス チ ー ム 拡 散 ポ ン プ (図 示 せ ず )
と 、 を 含 ん で い る 。 ま た 、 ス チ ー ム 供 給 管 ７ １ は 、 加 熱 タ ン ク ４ １ 内 部 の ス チ ー ム の み が
流 れ る よ う に 、 加 熱 タ ン ク ４ １ の 内 部 に 延 長 さ れ た 後 、 再 び 上 部 に 向 か っ て 折 り 曲 げ ら れ
、 そ の 入 口 が 加 熱 タ ン ク ４ １ の 上 部 に 位 置 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る ド ラ ム 洗 濯 機 は 、 洗 濯 槽 １ ２ を 回 転 す
る 洗 濯 槽 モ ー タ ８ ２ を 駆 動 す る た め の 洗 濯 槽 モ ー タ 駆 動 部 ８ １ と 、 洗 濯 槽 １ ２ に 強 制 的 に
送 風 す る 送 風 フ ァ ン ５ １ を 回 転 す る 送 風 フ ァ ン モ ー タ ８ ４ を 駆 動 す る た め の 送 風 フ ァ ン モ
ー タ 駆 動 部 ８ ３ と 、 ス チ ー ム 供 給 弁 ７ ２ を 駆 動 す る ス チ ー ム 供 給 弁 駆 動 部 ８ ５ と 、 連 結 弁
４ ７ を 駆 動 す る 連 結 弁 駆 動 部 ８ ６ と 、 ヒ ー タ ５ ４ を 駆 動 す る ヒ ー タ 駆 動 部 ８ ７ と 、 各 種 装
置 を 制 御 す る マ イ コ ン ８ ０ と 、 を さ ら に 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ を 参 照 し な が ら 、 図 ３ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の 動 作 を 説 明 す る 。 動 作 ９ ０ に お い て
、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 使 用 者 に よ り 脱 臭 命 令 が 入 力 さ れ た か ど う か を 判 断 す る 。 脱 臭 命 令 は
、 使 用 者 が 脱 臭 の た め に 不 快 な 臭 い を 有 す る 衣 類 を 洗 濯 槽 １ ２ に 投 入 し た 後 、 入 力 部 １ ５
に 設 け ら れ た 脱 臭 ボ タ ン １ ６ を 押 す こ と で 洗 濯 機 に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 動 作 ９ ０ で 、 使 用 者 の 脱 臭 命 令 が 洗 濯 機 に 入 力 さ れ て な い と 判 断 さ れ る 場 合 、 マ イ コ ン
８ ０ は 、 当 該 の サ イ ク ル を 終 了 し 、 使 用 者 の 脱 臭 命 令 が 洗 濯 機 に 入 力 さ れ た と 判 断 さ れ る
場 合 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 動 作 ９ ２ で 脱 臭 モ ー ド を 行 う 。 本 実 施 形 態 の 脱 臭 モ ー ド は 、 洗 濯
過 程 と 独 立 し て 行 う こ と が で き る 。 す な わ ち 、 脱 臭 モ ー ド は 、 洗 濯 過 程 に 連 続 し て 行 う こ
と も で き る し 、 洗 濯 過 程 を 経 る こ と な く 行 う こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 例 え ば 、 使 用 者 が 入 力 部 １ ５ に 設 置 さ れ た 洗 濯 ボ タ ン (図 示 せ ず )お よ び 脱 臭 ボ タ ン １ ６
を 全 て 押 し た 場 合 、 洗 濯 行 程 -濯 ぎ 行 程 -脱 水 行 程 -乾 燥 行 程 を 経 た 後 、 脱 臭 行 程 を 行 う が
、 使 用 者 が 脱 臭 ボ タ ン １ ６ の み を 押 し た 場 合 、 洗 濯 行 程 -濯 ぎ 行 程 -脱 水 行 程 -乾 燥 行 程 を
経 る こ と な く 、 脱 臭 行 程 の み を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 動 作 ９ ２ で 脱 臭 モ ー ド を 行 う た め に 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 第 １ 給 水 弁 ３ ２ を 開 放 し て 銀 溶
液 製 造 装 置 ２ ０ に 水 を 供 給 し 、 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ の 水 位 が 基 準 水 位 を 越 え る と 、 第 １ 給
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水 弁 ３ ２ を 閉 鎖 し 、 第 １ 所 定 時 間 の 間 、 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ に 電 圧 を 印 加 し て 銀 溶 液 を 生
成 す る 。 こ の と き 、 銀 溶 液 製 造 装 置 ２ ０ で 生 成 さ れ る 銀 溶 液 が 、 所 定 濃 度 に な る ま で は ス
チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ に 供 給 さ れ な い よ う に 連 結 弁 ４ ７ を 閉 鎖 し 、 第 １ 所 定 時 間 は 、 銀 溶 液
製 造 装 置 ２ ０ で 生 成 さ れ る 銀 溶 液 が 所 定 濃 度 に な る の に 要 す る 時 間 を 考 慮 し て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 所 定 時 間 が 経 過 す る と 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 連 結 弁 ４ ７ を 開 放 し て 銀 溶 液 製 造 装 置 ２
０ で 生 成 さ れ た 銀 溶 液 を ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ に 供 給 す る 。 ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ に 銀 溶
液 が 供 給 さ れ る 間 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ の 水 位 を 感 知 し 、 ス チ ー ム 発
生 装 置 ４ ０ に 供 給 さ れ る 銀 溶 液 が 基 準 水 位 以 上 に な る と 、 連 結 弁 ４ ７ を 閉 鎖 す る 。 こ の と
き 、 ス チ ー ム 供 給 弁 ７ ２ は 、 閉 鎖 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 動 作 ９ ４ で 銀 溶 液 の 供 給 が 終 了 さ れ る と 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 ヒ ー タ ５ ４ を 駆 動 し て 銀 溶
液 を 加 熱 し 、 こ の 加 熱 さ れ た 銀 溶 液 は 、 徐 々 に ス チ ー ム に な る 。 動 作 ９ ４ か ら 動 作 ９ ６ に
移 動 し 、 ス チ ー ム の 生 成 に よ り 、 圧 力 セ ン サ ４ ５ で 感 知 さ れ た ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ 内 部
の 圧 力 が ス チ ー ム 供 給 圧 力 に な る と 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 第 ２ 所 定 時 間 の 間 ス チ ー ム 供 給 弁
７ ２ を 開 放 し て ス チ ー ム を 水 槽 １ １ に 供 給 す る 。 水 槽 １ １ に 供 給 さ れ た ス チ ー ム は 、 洗 濯
槽 １ ２ 内 部 の 衣 類 に 染 み 込 ん だ 臭 い 粒 子 (例 え ば 、 飲 食 の 臭 い 、 タ バ コ の 臭 い な ど の 粒 子 )
と 結 合 す る 。 臭 い 粒 子 と 結 合 さ れ た ス チ ー ム は 、 銀 (Ａ ｇ )成 分 に よ り 臭 い 粒 子 が 分 解 さ れ
る こ と で 脱 臭 さ れ 、 衣 類 の 各 種 の 不 純 物 が 銀 (Ａ ｇ )成 分 に よ っ て 殺 菌 さ れ る 。
ス チ ー ム を 水 槽 １ １ に 供 給 す る と き 、 銀 成 分 と 臭 い 粒 子 と を 一 層 よ く 結 合 す る た め に 、 洗
濯 槽 １ ２ を 回 転 す る こ と も で き る 。 ま た 、 第 ２ 所 定 時 間 は 、 実 験 に よ り 適 切 な 値 に 設 定 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 動 作 ９ ６ か ら 動 作 ９ ８ に 移 動 す る と 、 マ イ コ ン ８ ０ は 、 第 ３ 所 定 時 間 の 間 ヒ ー タ ５ ４ お
よ び 送 風 フ ァ ン ５ １ を 駆 動 す る 。 ヒ ー タ ５ ４ お よ び 送 風 フ ァ ン ５ １ を 駆 動 す る と 、 送 風 フ
ァ ン ５ １ か ら 吐 出 さ れ た 空 気 は 、 ヒ ー タ ５ ４ に よ り 加 熱 さ れ 、 吐 出 ダ ク ト ５ ２ を 通 し て 水
槽 １ １ の 内 部 に 供 給 さ れ る 。 水 槽 １ １ の 内 部 に 供 給 さ れ た 熱 風 は 、 衣 類 に 残 っ た 水 分 を ス
チ ー ム に 蒸 発 し 、 こ の ス チ ー ム は 、 熱 風 を 通 し て 凝 縮 ダ ク ト ５ ３ に 伝 達 さ れ た 後 、 凝 縮 ダ
ク ト ５ ３ で 凝 縮 さ れ て ド ラ ム 洗 濯 機 の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 ま た 、 熱 風 は 、 銀 成 分 に よ り 分
解 さ れ て な い 臭 い 粒 子 を 伝 達 し 、 こ の 伝 達 さ れ た 臭 い 粒 子 は 、 ス チ ー ム と 共 に 凝 縮 ダ ク ト
５ ３ で 凝 縮 さ れ 、 ド ラ ム 洗 濯 機 の 外 部 に 排 出 さ れ る 。 よ っ て 、 洗 濯 過 程 を 経 る こ と な く 、
衣 類 の 不 快 な 臭 い を 脱 臭 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ５ お よ び 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る ド ラ ム 洗 濯 機 を 示 し た 図 で あ る 。 本 実
施 形 態 の ド ラ ム 洗 濯 機 は 、 機 能 水 と し て 電 気 分 解 数 を 用 い る 点 で 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 の ド ラ ム 洗 濯 機 で は 、 第 １ 実 施 形 態 (図 １ を 参 照 )と は 異 な っ て 、
電 気 分 解 装 置 １ ０ ０ (図 ５ )で 生 成 さ れ た 酸 性 水 を ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ に 供 給 す る 。 酸 性
水 (電 気 分 解 水 )は 、 銀 溶 液 と 同 様 に 、 脱 臭 お よ び 殺 菌 効 果 を 有 し て お り 、 電 気 分 解 装 置 １
０ ０ は 、 大 韓 民 国 特 許 公 開 公 報 ２ ０ ０ ３ -０ ０ ６ ０ ３ ０ ２ 号 ま た は 実 用 新 案 登 録 公 報 ２ ０ -
０ ２ ９ ６ ９ ２ ８ 号 に 詳 細 に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の 動 作 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ７ に 示 し た 実 施 形 態 に
よ る ド ラ ム 洗 濯 機 の 動 作 は 、 図 ４ に 示 し た 実 施 形 態 に よ る ド ラ ム 洗 濯 機 の 動 作 と 類 似 し て
い る が 、 銀 溶 液 の 代 り に 酸 性 水 を ス チ ー ム 発 生 装 置 ４ ０ に 供 給 す る 点 で 異 な る 。 す な わ ち
、 図 ７ の 動 作 １ １ ０ 、 １ １ ４ 、 １ １ ６ 、 １ １ ８ は 、 図 ４ の 動 作 ９ ０ 、 ９ ４ 、 ９ ６ 、 ９ ８ に
そ れ ぞ れ 対 応 す る が 、 動 作 １ １ ２ は 、 銀 溶 液 の 代 り に 電 気 分 解 水 が 生 成 さ れ る 点 で 図 ４ の
動 作 ９ ２ と 異 な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る ド ラ ム 洗 濯 機 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の ス チ ー ム 発 生 装 置 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の 動 作 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る ド ラ ム 洗 濯 機 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 し た ド ラ ム 洗 濯 機 の 動 作 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ ０ 　 本 体
　 １ １ 　 水 槽
　 １ ２ 　 洗 濯 槽
　 １ ３ 　 駆 動 モ ー タ
　 １ ４ 　 ド ア
　 １ ５ 　 入 力 部
　 １ ６ 　 脱 臭 ボ タ ン
　 ２ ０ 　 銀 溶 液 製 造 装 置
　 ３ ０ 　 給 水 装 置
　 ３ １ 　 第 １ 給 水 管
　 ３ ２ 　 第 １ 給 水 弁
　 ３ ３ 　 洗 剤 溶 解 装 置
　 ３ ４ 　 第 ２ 給 水 管
　 ３ ５ 　 第 ２ 給 水 弁
　 ３ ６ 　 第 ３ 給 水 管
　 ４ ０ 　 ス チ ー ム 発 生 装 置
　 ４ １ 　 加 熱 タ ン ク
　 ４ ２ 　 ヒ ー タ
　 ４ ３ 　 水 位 セ ン サ
　 ４ ４ 　 温 度 セ ン サ
　 ４ ５ 　 圧 力 セ ン サ
　 ４ ６ 　 連 結 管
　 ４ ７ 　 連 結 弁
　 ５ ０ 　 乾 燥 装 置
　 ５ １ 　 送 風 フ ァ ン
　 ５ ２ 　 吐 出 ダ ク ト
　 ５ ３ 　 凝 縮 ダ ク ト
　 ５ ４ 　 ヒ ー タ
　 ６ ０ 　 排 水 装 置
　 ６ １ 　 排 水 管
　 ６ ２ 　 排 水 ポ ン プ
　 ７ １ 　 ス チ ー ム 供 給 管
　 ７ ２ 　 ス チ ー ム 供 給 弁
　 ８ ０ 　 マ イ コ ン
　 ８ １ 　 洗 濯 槽 モ ー タ 駆 動 部
　 ８ ２ 　 洗 濯 槽 モ ー タ
　 ８ ３ 　 送 風 フ ァ ン モ ー タ 駆 動 部
　 ８ ４ 　 送 風 フ ァ ン モ ー タ
　 ８ ５ 　 ス チ ー ム 供 給 弁 駆 動 部
　 ８ ６ 　 連 結 弁 駆 動 部
　 ８ ７ 　 ヒ ー タ 駆 動 部
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　 １ ０ ０ 　 電 気 分 解 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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